
Q4
必須 その事業をあなたが思いついたのは、開業のどれくらい前ですか。

1年未満

1〜3年未満

3〜5年未満

5〜10年未満

10年以上

次へ次へ

Q5
必須 開業を決断したのは、開業のどのくらい前ですか。

1か⽉以内

1〜3か⽉未満

3〜6か⽉未満

6か⽉〜1年未満

1〜3年未満

3〜5年未満

5〜10年未満

10年以上

次へ次へ

Q6
必須 その時点では、開業にあたりどのような障害がありましたか。（複数回答)

開業資⾦や運転資⾦

開業に必要な認可（資格・実務経験等）

経営のノウハウ

事業運営の設備・場所など

⼈材の確保

家族の同意・理解

その他

特になかった

次へ次へ

Q2
必須 経営者であったときの、その会社の業種をお答えください。

農林⽔産業

建設業、鉱業、採⽯業、砂利採取業

製造業（⾷品加⼯も含む）

情報サービス業（ソフトウェア、インターネット関連）

電気・ガス・熱供給・⽔道業

運輸業（タクシー、トラックなど）、郵便業

卸売業

⼩売業（コンビニや販売店など）

⾦融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

専⾨・技術サービス業（コンサルタント、弁護⼠、税理⼠、社会保険労務⼠、建築⼠、広告業など）、学術研究

宿泊業、飲⾷サービス業

⽣活関連サービス業（洗濯・理容・美容、家事代⾏など）

教育、学習⽀援業

医療業

福祉、介護事業

宗教

上記以外のサービス業（労働者派遣、廃棄物処理、機械等修理等）※宗教を除く

公務

その他（具体的に︓ ）

次へ次へ

Q3
必須 あなたの会社の事業内容を教えてください。

具体的に︓

次へ次へ

あなたが経営者であった当時の、会社設⽴・事業⽴ち上げの経緯についてお伺いします。

Q1
必須 経営者であった時の、その会社の社員数をお答えください。（最盛期の⼈数をお答えください）

1名（あなたのみ）

2〜5名

6〜9名

10〜19名

20〜29名

30〜39名

40〜49名

50名以上

次へ次へ

お仕事に関するアンケート

モニターの皆様へのお願い

本アンケートには、⼀般に公開していない情報が含まれる場合があります。
アンケート内で知り得た情報について、決して第三者に⼝外しないよう、お願いします。

「第三者への⼝外」に含まれる例

⼝頭、電話、メール等で友⼈・知⼈に話す

SNSやブログ、掲⽰板等に書き込む

その他、⼿段を問わず、情報を第三者に伝達する⾏為

注意事項

複数のアンケート画⾯を同時に開くと、正常に回答できません。
アンケートはひとつずつ、回答ください。

アンケートへの回答は、「動作環境」に記載の環境からお願いします。

本アンケートは、回答を中断してから1時間以内は中断した質問から再開可能です。 
（システム緊急対応等により再開できない場合もありますので、予めご了承ください。）

回答結果は、当社の「個⼈情報保護⽅針」に基づいて取り扱います。

上記の内容をご確認いただき、同意してご協⼒いただける場合のみ、「同意し、アンケート開始」を押してアンケートを開始して
ください。

同意し、アンケート開始同意し、アンケート開始

必須 この調査は、事前調査で「40歳以上で創業し、現在はその会社を辞めた」と回答された⽅にお願い
しています。

次へ次へ

「お仕事に関するアンケート」⼀覧プレビュー 通常表⽰
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Q4
必須 その事業をあなたが思いついたのは、開業のどれくらい前ですか。

1年未満

1〜3年未満

3〜5年未満

5〜10年未満

10年以上

次へ次へ

Q5
必須 開業を決断したのは、開業のどのくらい前ですか。

1か⽉以内

1〜3か⽉未満

3〜6か⽉未満

6か⽉〜1年未満

1〜3年未満

3〜5年未満

5〜10年未満

10年以上

次へ次へ

Q6
必須 その時点では、開業にあたりどのような障害がありましたか。（複数回答)

開業資⾦や運転資⾦

開業に必要な認可（資格・実務経験等）

経営のノウハウ

事業運営の設備・場所など

⼈材の確保

家族の同意・理解

その他

特になかった

次へ次へ

Q2
必須 経営者であったときの、その会社の業種をお答えください。

農林⽔産業

建設業、鉱業、採⽯業、砂利採取業

製造業（⾷品加⼯も含む）

情報サービス業（ソフトウェア、インターネット関連）

電気・ガス・熱供給・⽔道業

運輸業（タクシー、トラックなど）、郵便業

卸売業

⼩売業（コンビニや販売店など）

⾦融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

専⾨・技術サービス業（コンサルタント、弁護⼠、税理⼠、社会保険労務⼠、建築⼠、広告業など）、学術研究

宿泊業、飲⾷サービス業

⽣活関連サービス業（洗濯・理容・美容、家事代⾏など）

教育、学習⽀援業

医療業

福祉、介護事業

宗教

上記以外のサービス業（労働者派遣、廃棄物処理、機械等修理等）※宗教を除く

公務

その他（具体的に︓ ）

次へ次へ

Q3
必須 あなたの会社の事業内容を教えてください。

具体的に︓

次へ次へ

あなたが経営者であった当時の、会社設⽴・事業⽴ち上げの経緯についてお伺いします。

Q1
必須 経営者であった時の、その会社の社員数をお答えください。（最盛期の⼈数をお答えください）

1名（あなたのみ）

2〜5名

6〜9名

10〜19名

20〜29名

30〜39名

40〜49名

50名以上

次へ次へ

お仕事に関するアンケート

モニターの皆様へのお願い

本アンケートには、⼀般に公開していない情報が含まれる場合があります。
アンケート内で知り得た情報について、決して第三者に⼝外しないよう、お願いします。

「第三者への⼝外」に含まれる例

⼝頭、電話、メール等で友⼈・知⼈に話す

SNSやブログ、掲⽰板等に書き込む

その他、⼿段を問わず、情報を第三者に伝達する⾏為

注意事項

複数のアンケート画⾯を同時に開くと、正常に回答できません。
アンケートはひとつずつ、回答ください。

アンケートへの回答は、「動作環境」に記載の環境からお願いします。

本アンケートは、回答を中断してから1時間以内は中断した質問から再開可能です。 
（システム緊急対応等により再開できない場合もありますので、予めご了承ください。）

回答結果は、当社の「個⼈情報保護⽅針」に基づいて取り扱います。

上記の内容をご確認いただき、同意してご協⼒いただける場合のみ、「同意し、アンケート開始」を押してアンケートを開始して
ください。

同意し、アンケート開始同意し、アンケート開始

必須 この調査は、事前調査で「40歳以上で創業し、現在はその会社を辞めた」と回答された⽅にお願い
しています。

次へ次へ

「お仕事に関するアンケート」⼀覧プレビュー 通常表⽰
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Q11
必須 開業直後に、あなたの事業ではどのような問題が発⽣しましたか。（複数回答）

売上の不⾜

経費の増⼤

製品・サービスの品質不安

従業員・スタッフの不⾜

事業所の調達難

経営に関する知識不⾜

資⾦不⾜

その他（具体的に︓ ）

特にない

次へ次へ

Q12
必須 開業直後の問題の解決にあたって、あなたはどのような⼈に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

創業以前の上司・同僚

創業以前の仕事仲間

この事業の同業者

取引先

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

経営コンサルタントや税理⼠

その他

特に相談していない

次へ次へ

Q9
必須 事業を開始するにあたってどのような準備をしましたか。（複数回答）

専⾨知識・能⼒の習得

仕事に必要な資格の取得

開業の要件となる仕事の経験

業界・顧客情報の収集

事業経営に必要な知識の獲得

⼈脈の形成

開業資⾦・設備等の準備

事業計画書の作成

その他（具体的に︓ ）

特になし

次へ次へ

Q10
必須

開業資⾦をどのように調達しましたか。
あてはまるもの（複数回答）、最も⾦額の⾼いもの（単⼀回答）をお答えください。

次へ次へ

あ
て
は
ま
る
も
の

（

い
く
つ
で
も）

最
も
⾦
額
の
⾼
い
も
の

（

１
つ
だ
け）

⾃⼰資⾦

以前の勤務先の融資・出資

以前の勤務先以外（取引先等）の
融資・出資
（⾦融機関・公的機関を除く）

⾦融機関から借⼊

創業を⽀援する公的機関からの
融資・助成

家族・友⼈から借⼊

その他

Q8
必須

開業に踏み切った理由についてお伺いします。
以下の項⽬について、それぞれ当てはまるものをお選びください。

次へ次へ

あ
て
は
ま
る

ま
あ、

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

これまでの仕事経験を
活かしたかったから

趣味や特技を活かしたかったから

社会的意義がある事業だったから

以前の勤務先から強く勧められたから

以前の勤務先以外（取引先等）から
強く勧められたから

事業の成⻑が⾒込めたから

資⾦⾯の障害がクリアできたから

やりがいがある事業だったから

⾃分の意思で事業を運営できるから

⾃分のペースで仕事が進められるから

収⼊を増やしたかったから

より⾼い年齢まで働きたかったから

仕事以外の活動にも注⼒できるから

別の働き⽅は選べなかったから

Q7
必須 開業の決断にあたって、あなたはどのような⼈に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

かつての勤務先の上司や同僚

かつての勤務先以外の仕事仲間

既に起業した⼈

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

その他（具体的に︓ ）

特に相談していない

次へ次へ
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Q11
必須 開業直後に、あなたの事業ではどのような問題が発⽣しましたか。（複数回答）

売上の不⾜

経費の増⼤

製品・サービスの品質不安

従業員・スタッフの不⾜

事業所の調達難

経営に関する知識不⾜

資⾦不⾜

その他（具体的に︓ ）

特にない

次へ次へ

Q12
必須 開業直後の問題の解決にあたって、あなたはどのような⼈に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

創業以前の上司・同僚

創業以前の仕事仲間

この事業の同業者

取引先

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

経営コンサルタントや税理⼠

その他

特に相談していない

次へ次へ

Q9
必須 事業を開始するにあたってどのような準備をしましたか。（複数回答）

専⾨知識・能⼒の習得

仕事に必要な資格の取得

開業の要件となる仕事の経験

業界・顧客情報の収集

事業経営に必要な知識の獲得

⼈脈の形成

開業資⾦・設備等の準備

事業計画書の作成

その他（具体的に︓ ）

特になし

次へ次へ

Q10
必須

開業資⾦をどのように調達しましたか。
あてはまるもの（複数回答）、最も⾦額の⾼いもの（単⼀回答）をお答えください。

次へ次へ

あ
て
は
ま
る
も
の

（

い
く
つ
で
も）

最
も
⾦
額
の
⾼
い
も
の

（

１
つ
だ
け）

⾃⼰資⾦

以前の勤務先の融資・出資

以前の勤務先以外（取引先等）の
融資・出資
（⾦融機関・公的機関を除く）

⾦融機関から借⼊

創業を⽀援する公的機関からの
融資・助成

家族・友⼈から借⼊

その他

Q8
必須

開業に踏み切った理由についてお伺いします。
以下の項⽬について、それぞれ当てはまるものをお選びください。

次へ次へ

あ
て
は
ま
る

ま
あ、

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

これまでの仕事経験を
活かしたかったから

趣味や特技を活かしたかったから

社会的意義がある事業だったから

以前の勤務先から強く勧められたから

以前の勤務先以外（取引先等）から
強く勧められたから

事業の成⻑が⾒込めたから

資⾦⾯の障害がクリアできたから

やりがいがある事業だったから

⾃分の意思で事業を運営できるから

⾃分のペースで仕事が進められるから

収⼊を増やしたかったから

より⾼い年齢まで働きたかったから

仕事以外の活動にも注⼒できるから

別の働き⽅は選べなかったから

Q7
必須 開業の決断にあたって、あなたはどのような⼈に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

かつての勤務先の上司や同僚

かつての勤務先以外の仕事仲間

既に起業した⼈

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

その他（具体的に︓ ）

特に相談していない

次へ次へ
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その仕事を通じて獲得したスキル・資格は具体的に何ですか

次へ次へ

ここからは、経営者であった当時の経営状況や取引関係についてお伺いします。

Q17
必須

当時の経営上の強みはなんでしたか。
以下の項⽬について、それぞれ当てはまるものをお選びください。

次へ次へ

Q18
必須 当時、以下のような親会社はありましたか。

資本の100％を出資している親会社

資本の50％〜100％未満を出資する親会社

上記のような会社はなかった

次へ次へ

Q19
必須 当時、会社には、仕事のノウハウを提供するフランチャイザー（本部）はありましたか。

あった

なかった

次へ次へ

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

サービスや製品の質の⾼さ

コストの安さ

納期の厳守

顧客要請に対する柔軟な対応

Q16-1
必須 開業時に必要な知識や能⼒を⾝に着けたのは、どのような経験ですか。（複数回答）

新商品・新技術の研究開発等の仕事、⼈⽂・⾃然科学の研究の仕事

情報処理システムの分析、設計の業務

新聞・出版の記事の取材、編集、放送番組制作のための取材・編集の仕事

⾐服、室内装飾、⼯業製品、広告等の新たなデザイン考案の仕事

放送番組、映画等の制作のプロデューサー・ディレクターの仕事（イベントのプロデューサーも含む）

コピーライターの仕事

システムコンサルタントの仕事

インテリアコーディネーターの仕事

ゲーム⽤ソフトウェアの創作の業務

証券アナリストの仕事

⾦融⼯学等の知識を⽤いて⾏う⾦融商品の開発の仕事

⼤学における教授研究の仕事

公認会計⼠の仕事

弁護⼠の仕事

建築⼠（⼀級建築⼠、⼆級建築⼠及び⽊造建築⼠）の仕事

不動産鑑定⼠の仕事

弁理⼠の仕事

税理⼠の仕事

中⼩企業診断⼠の仕事

事業運営に関する事項についての企画、⽴案、調査、分析の仕事
（例︓経営企画、組織編制・再編、⼈事制度の設計、社員教育の制度設計、財務分析、広報戦略策定、営業戦略・計画策定、⽣産計画策定等）

その他

次へ次へ

Q16-2
必須

開業時に必要な知識や能⼒を⾝に着けたのは、具体的にどのような仕事ですか。
また、その仕事を通じて獲得したスキル・資格は具体的に何ですか。

具体的にどのような仕事ですか

Q15
必須 事業運営にあたり、必要であったスキルをお答えください。（複数回答）

経営に必要な経理・法律などの知識

⼈や組織を動かすマネジメント能⼒

顧客に対応する営業⼒

製品・サービスに関する知識

資⾦の調達⼒

事業の柱となる技術・専⾨性

事業開始に、必要な資格

業界に関する知識

アイディアの着想⼒・創造⼒

⼈脈

⾏動⼒

粘り強さ

その他

何も必要ない

次へ次へ

Q16
必須 開業時に必要な知識や能⼒をどのような場で⾝に着けましたか。（複数回答）

事業を始める前の仕事経験で

以前の勤務先の集合研修で

⺠間の教育訓練機関、専⾨学校や職業訓練校に通って

業界団体、職業団体（協会など）の研修で

⾃学⾃習で

その他

次へ次へ

Q13
必須 あなたの事業が軌道に乗り始めたのは、開業後いつごろからですか。

開業直後

半年未満

半年から1年未満

1年〜3年未満

3年〜5年未満

5年以上たってから

結局、軌道に乗らなかった

次へ次へ

ここからは、経営者であった当時の事業運営に、必要としたスキル・経験についてお伺いします。

Q14
必須 開業時にあなたには、この事業の経験がどの程度ありましたか。

20年以上、経験していた

10年以上〜20年未満、経験していた

5年以上〜10年未満、経験していた

5年未満だが、経験していた

経験したことはなかった

次へ次へ

─
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その仕事を通じて獲得したスキル・資格は具体的に何ですか

次へ次へ

ここからは、経営者であった当時の経営状況や取引関係についてお伺いします。

Q17
必須

当時の経営上の強みはなんでしたか。
以下の項⽬について、それぞれ当てはまるものをお選びください。

次へ次へ

Q18
必須 当時、以下のような親会社はありましたか。

資本の100％を出資している親会社

資本の50％〜100％未満を出資する親会社

上記のような会社はなかった

次へ次へ

Q19
必須 当時、会社には、仕事のノウハウを提供するフランチャイザー（本部）はありましたか。

あった

なかった

次へ次へ

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

サービスや製品の質の⾼さ

コストの安さ

納期の厳守

顧客要請に対する柔軟な対応

Q16-1
必須 開業時に必要な知識や能⼒を⾝に着けたのは、どのような経験ですか。（複数回答）

新商品・新技術の研究開発等の仕事、⼈⽂・⾃然科学の研究の仕事

情報処理システムの分析、設計の業務

新聞・出版の記事の取材、編集、放送番組制作のための取材・編集の仕事

⾐服、室内装飾、⼯業製品、広告等の新たなデザイン考案の仕事

放送番組、映画等の制作のプロデューサー・ディレクターの仕事（イベントのプロデューサーも含む）

コピーライターの仕事

システムコンサルタントの仕事

インテリアコーディネーターの仕事

ゲーム⽤ソフトウェアの創作の業務

証券アナリストの仕事

⾦融⼯学等の知識を⽤いて⾏う⾦融商品の開発の仕事

⼤学における教授研究の仕事

公認会計⼠の仕事

弁護⼠の仕事

建築⼠（⼀級建築⼠、⼆級建築⼠及び⽊造建築⼠）の仕事

不動産鑑定⼠の仕事

弁理⼠の仕事

税理⼠の仕事

中⼩企業診断⼠の仕事

事業運営に関する事項についての企画、⽴案、調査、分析の仕事
（例︓経営企画、組織編制・再編、⼈事制度の設計、社員教育の制度設計、財務分析、広報戦略策定、営業戦略・計画策定、⽣産計画策定等）

その他

次へ次へ

Q16-2
必須

開業時に必要な知識や能⼒を⾝に着けたのは、具体的にどのような仕事ですか。
また、その仕事を通じて獲得したスキル・資格は具体的に何ですか。

具体的にどのような仕事ですか

Q15
必須 事業運営にあたり、必要であったスキルをお答えください。（複数回答）

経営に必要な経理・法律などの知識

⼈や組織を動かすマネジメント能⼒

顧客に対応する営業⼒

製品・サービスに関する知識

資⾦の調達⼒

事業の柱となる技術・専⾨性

事業開始に、必要な資格

業界に関する知識

アイディアの着想⼒・創造⼒

⼈脈

⾏動⼒

粘り強さ

その他

何も必要ない

次へ次へ

Q16
必須 開業時に必要な知識や能⼒をどのような場で⾝に着けましたか。（複数回答）

事業を始める前の仕事経験で

以前の勤務先の集合研修で

⺠間の教育訓練機関、専⾨学校や職業訓練校に通って

業界団体、職業団体（協会など）の研修で

⾃学⾃習で

その他

次へ次へ

Q13
必須 あなたの事業が軌道に乗り始めたのは、開業後いつごろからですか。

開業直後

半年未満

半年から1年未満

1年〜3年未満

3年〜5年未満

5年以上たってから

結局、軌道に乗らなかった

次へ次へ

ここからは、経営者であった当時の事業運営に、必要としたスキル・経験についてお伺いします。

Q14
必須 開業時にあなたには、この事業の経験がどの程度ありましたか。

20年以上、経験していた

10年以上〜20年未満、経験していた

5年以上〜10年未満、経験していた

5年未満だが、経験していた

経験したことはなかった

次へ次へ
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ここからは、経営者であった当時の働き⽅や収⼊についてお伺いします。

Q28
必須

あなたの、1週間あたりの実際の就業時間は、通常どれくらいでしたか。（最盛期の状況について
お答えください。週5⽇で8時間勤務の場合には、40時間です）

10時間未満

10〜20時間未満

20〜30時間未満

30〜35時間未満

35〜40時間未満

40〜45時間未満

45〜50時間未満

50〜55時間未満

55〜60時間未満

60〜65時間未満

65〜70時間未満

70時間以上

次へ次へ

Q25
必須

事業の収益について、あなたは当時、どのように考えていましたか。最も近いもの1つを選んでく
ださい。

できるだけ収益を多くしたい

⽣活費不⾜を補填できれば良い

⾚字にならなければよい

多少の⾚字は構わない

その他

次へ次へ

Q26
必須 当時、あなたの会社の収益状況は、どうでしたか。

⿊字基調

ほぼ収⽀均衡

⾚字基調

次へ次へ

Q27
必須 当時、同業他社と⽐べると、あなたの会社の事業状況はどうでしたか。

かなり良かった

やや良かった

同程度

やや悪かった

かなり悪かった

次へ次へ

Q22
必須

主要取引先との仕事は、どこで⾏っていましたか。（打ち合わせを除く）
もっともあてはまるものをお答えください。

あなたの会社・⾃宅

取引先の会社

取引先の会社以外で取引先が指定する場所

その他

次へ次へ

Q23
必須

あなたが、事業運営当時、不⾜しているスキルと感じたのは、以下のうちどのようなものです
か。（複数回答）

経営に必要な経理・法律などの知識

⼈や組織を動かすマネジメント能⼒

顧客に対応する営業⼒

製品・サービスに関する知識

資⾦の調達⼒

事業の柱となる技術・専⾨性

事業開始に、必要な資格

業界に関する知識

アイディアの着想⼒・創造⼒

⼈脈

⾏動⼒

粘り強さ

その他

次へ次へ

Q24
必須

事業の運営にあたって、収益性と仕事のおもしろさでは、あなたはどちらをより重視していまし
たか。

収益性を重視していた

どちらかといえば収益性

どちらかといえば仕事のおもしろさ

仕事のおもしろさを重視していた

次へ次へ

Q20
必須 当時、売上⾼に占める、企業・事業者（B to B）の⽐率はどのくらいでしたか。

100%

90〜99％

80〜89％

70〜79％

60〜69％

50〜59％

40〜49％

30〜39％

20〜29％

10〜19％

1〜9％

全くなかった

次へ次へ

Q21
必須 当時の主要取引先は、どのような会社でしたか。

あなたが直前まで勤務していた会社

上記以外で、過去にあなたが勤務していた会社

あなたが働いていた時に、取引関係があった会社

知⼈や取引先が教えてくれた会社

創業後に、あなたが独⾃で開拓した会社

それ以外

主要取引先と呼べる会社はなかった

次へ次へ
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ここからは、経営者であった当時の働き⽅や収⼊についてお伺いします。

Q28
必須

あなたの、1週間あたりの実際の就業時間は、通常どれくらいでしたか。（最盛期の状況について
お答えください。週5⽇で8時間勤務の場合には、40時間です）

10時間未満

10〜20時間未満

20〜30時間未満

30〜35時間未満

35〜40時間未満

40〜45時間未満

45〜50時間未満

50〜55時間未満

55〜60時間未満

60〜65時間未満

65〜70時間未満

70時間以上

次へ次へ

Q25
必須

事業の収益について、あなたは当時、どのように考えていましたか。最も近いもの1つを選んでく
ださい。

できるだけ収益を多くしたい

⽣活費不⾜を補填できれば良い

⾚字にならなければよい

多少の⾚字は構わない

その他

次へ次へ

Q26
必須 当時、あなたの会社の収益状況は、どうでしたか。

⿊字基調

ほぼ収⽀均衡

⾚字基調

次へ次へ

Q27
必須 当時、同業他社と⽐べると、あなたの会社の事業状況はどうでしたか。

かなり良かった

やや良かった

同程度

やや悪かった

かなり悪かった

次へ次へ

Q22
必須

主要取引先との仕事は、どこで⾏っていましたか。（打ち合わせを除く）
もっともあてはまるものをお答えください。

あなたの会社・⾃宅

取引先の会社

取引先の会社以外で取引先が指定する場所

その他

次へ次へ

Q23
必須

あなたが、事業運営当時、不⾜しているスキルと感じたのは、以下のうちどのようなものです
か。（複数回答）

経営に必要な経理・法律などの知識

⼈や組織を動かすマネジメント能⼒

顧客に対応する営業⼒

製品・サービスに関する知識

資⾦の調達⼒

事業の柱となる技術・専⾨性

事業開始に、必要な資格

業界に関する知識

アイディアの着想⼒・創造⼒

⼈脈

⾏動⼒

粘り強さ

その他

次へ次へ

Q24
必須

事業の運営にあたって、収益性と仕事のおもしろさでは、あなたはどちらをより重視していまし
たか。

収益性を重視していた

どちらかといえば収益性

どちらかといえば仕事のおもしろさ

仕事のおもしろさを重視していた

次へ次へ

Q20
必須 当時、売上⾼に占める、企業・事業者（B to B）の⽐率はどのくらいでしたか。

100%

90〜99％

80〜89％

70〜79％

60〜69％

50〜59％

40〜49％

30〜39％

20〜29％

10〜19％

1〜9％

全くなかった

次へ次へ

Q21
必須 当時の主要取引先は、どのような会社でしたか。

あなたが直前まで勤務していた会社

上記以外で、過去にあなたが勤務していた会社

あなたが働いていた時に、取引関係があった会社

知⼈や取引先が教えてくれた会社

創業後に、あなたが独⾃で開拓した会社

それ以外

主要取引先と呼べる会社はなかった

次へ次へ
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ここからは、会社設⽴・事業⽴ち上げ時点、あるいはそれよりも前に、雇われて働いていた企業等についてお伺
いします。

Q36
必須

その会社・事業を⽴ち上げる時点、またはそれより以前に勤務していた企業等について、あなた
は何歳の時に勤め始めましたか。（アルバイト等は除く）
複数ある場合は、最も⻑く勤務した企業等についてお答えください。

※半⾓数字で⼊⼒

歳

次へ次へ

Q37
必須 その勤務先では、何年働きましたか。

5年未満

5〜10年未満

10〜15年未満

15〜20年未満

20〜25年未満

25〜30年未満

30年以上

次へ次へ

Q38
必須 その勤務先での雇⽤形態をお答えください。

経営者

役員

正社員

⾮正社員

次へ次へ

Q33
必須 経営者を辞めた後、どのような変化がありましたか。（複数回答）

周囲から疎外されるようになった

信⽤がなくなった

張り合いがなくなった

⽣活が厳しくなった

個⼈的に債務を負担することになった

不安感やストレスが少なくなった

時間にゆとりが持てるようになった

その他

変化はない

次へ次へ

Q34
必須 経営者を辞めた後の変化を、具体的にお答えください。

具体的に︓

次へ次へ

Q35
必須 あなたは、その時点で事業をやめたことを、今どう考えていますか。

もっと早く辞めた⽅が良かった

もう少し早く辞めた⽅が良かった

ちょうど良いタイミングだった

もう少し継続すれば良かった

もっと⻑く継続すれば良かった

次へ次へ

Q31
必須

経営者を辞めた理由は何ですか。
もっともあてはまるものをお答えください。

経営状況が悪化して経営が⽴ち⾏かなくなったから

⾃分の健康状態が優れなかったから

家族・親戚などの事情（介護・育児、引っ越し等）があったから

新たな挑戦をしたいと思ったから

経営者よりも、良い条件の勤務先が⾒つかったから

働くことをやめたくなったから

その他（ ）

次へ次へ

Q32
必須 あなたは、その事業を辞める時に、誰に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

創業以前の上司・同僚や仕事仲間

同業の仲間

取引先

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

経営コンサルタントや税理⼠

その他

特に相談していない

次へ次へ

Q29
必須

当時、経営者としての収⼊（税込み）は年間どのくらいでしたか。年⾦収⼊などは除いた⾦額で
お答えください。（最盛期の状況についてお答えください）

100万円未満

100〜200万円未満

200〜300万円未満

300〜400万円未満

400〜500万円未満

500〜600万円未満

600〜700万円未満

700〜800万円未満

800〜900万円未満

900〜1000万円未満

1000〜1100万円未満

1100〜1200万円未満

1200〜1300万円未満

1300〜1400万円未満

1400〜1500万円未満

1500万円以上

わからない

次へ次へ

ここからは、経営者を辞める時の状況についてお伺いします。

Q30
必須 あなたが経営者を辞めるとき、会社は存続していましたか。

会社は存続していた、もしくは今も存続している（後継者に譲った、別の⼈に譲渡した等）

廃業した

次へ次へ
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ここからは、会社設⽴・事業⽴ち上げ時点、あるいはそれよりも前に、雇われて働いていた企業等についてお伺
いします。

Q36
必須

その会社・事業を⽴ち上げる時点、またはそれより以前に勤務していた企業等について、あなた
は何歳の時に勤め始めましたか。（アルバイト等は除く）
複数ある場合は、最も⻑く勤務した企業等についてお答えください。

※半⾓数字で⼊⼒

歳

次へ次へ

Q37
必須 その勤務先では、何年働きましたか。

5年未満

5〜10年未満

10〜15年未満

15〜20年未満

20〜25年未満

25〜30年未満

30年以上

次へ次へ

Q38
必須 その勤務先での雇⽤形態をお答えください。

経営者

役員

正社員

⾮正社員

次へ次へ

Q33
必須 経営者を辞めた後、どのような変化がありましたか。（複数回答）

周囲から疎外されるようになった

信⽤がなくなった

張り合いがなくなった

⽣活が厳しくなった

個⼈的に債務を負担することになった

不安感やストレスが少なくなった

時間にゆとりが持てるようになった

その他

変化はない

次へ次へ

Q34
必須 経営者を辞めた後の変化を、具体的にお答えください。

具体的に︓

次へ次へ

Q35
必須 あなたは、その時点で事業をやめたことを、今どう考えていますか。

もっと早く辞めた⽅が良かった

もう少し早く辞めた⽅が良かった

ちょうど良いタイミングだった

もう少し継続すれば良かった

もっと⻑く継続すれば良かった

次へ次へ

Q31
必須

経営者を辞めた理由は何ですか。
もっともあてはまるものをお答えください。

経営状況が悪化して経営が⽴ち⾏かなくなったから

⾃分の健康状態が優れなかったから

家族・親戚などの事情（介護・育児、引っ越し等）があったから

新たな挑戦をしたいと思ったから

経営者よりも、良い条件の勤務先が⾒つかったから

働くことをやめたくなったから

その他（ ）

次へ次へ

Q32
必須 あなたは、その事業を辞める時に、誰に相談しましたか。（複数回答）

家族・親族

創業以前の上司・同僚や仕事仲間

同業の仲間

取引先

創業を⽀援する公的機関

⺠間企業の融資担当者

経営コンサルタントや税理⼠

その他

特に相談していない

次へ次へ

Q29
必須

当時、経営者としての収⼊（税込み）は年間どのくらいでしたか。年⾦収⼊などは除いた⾦額で
お答えください。（最盛期の状況についてお答えください）

100万円未満

100〜200万円未満

200〜300万円未満

300〜400万円未満

400〜500万円未満

500〜600万円未満

600〜700万円未満

700〜800万円未満

800〜900万円未満

900〜1000万円未満

1000〜1100万円未満

1100〜1200万円未満

1200〜1300万円未満

1300〜1400万円未満

1400〜1500万円未満

1500万円以上

わからない

次へ次へ

ここからは、経営者を辞める時の状況についてお伺いします。

Q30
必須 あなたが経営者を辞めるとき、会社は存続していましたか。

会社は存続していた、もしくは今も存続している（後継者に譲った、別の⼈に譲渡した等）

廃業した

次へ次へ
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次へ次へ

Q43-1
必須 前問でお答えになった経験のうち、今の仕事で最も役⽴った経験は何ですか。

経営戦略・経営企画・法務

財務・経理

⼈事・総務

上記以外、事務

営業

販売

研究・開発

執筆系サービス（記者、著述、編集）

芸術系サービス（⾳楽、美術、作曲、演奏、演劇、デザイナーなど）

経営管理系サービス（経営コンサルタント、⾦融取引・保険外交など）

機械・電気・通信等の技術系（⽣産技術、機械設計、⼟⽊・建築・測量技術、情報処理、通信技術など）

医療系サービス（医師、薬剤師、保健師、看護師、医療技術等）

福祉・介護系サービス（社会福祉、介護サービス）

家事⽣活サービス（家事・介護援助、クリーニング、調理⼈、駐⾞場管理など）

教育系サービス（教師、講師、保育⼠など）

保安（警備員、警察、消防員など）

農林・漁業

⽣産⼯程（設備制御、監視、組⽴、加⼯、検査、修理など）

輸送・機械運転（タクシー、バス・トラック運転、機械オペレーターなど）

建設・採掘（⼤⼯、電気⼯事、⼟⽊作業、採掘など）

運搬・清掃・包装などの仕事

いずれもあてはまらない

次へ次へ

Q43
必須

その勤務先において、あなたが経験した分野（複数回答）、最も⻑く経験した分野（単⼀回答）
をお答えください。

あ
な
た
が
経
験
し
た
分
野

（
い
く
つ
で
も）

最
も
⻑
く
経
験
し
た
分
野

（

１
つ
だ
け）

間接部⾨

経営戦略・経営企画・法務

財務・経理

⼈事・総務

上記以外、事務

直接部⾨

営業

販売

研究・開発

執筆系サービス（記者、著述、編集）

芸術系サービス（⾳楽、美術、作曲、演奏、
演劇、デザイナーなど）

経営管理系サービス（経営コンサルタント、
⾦融取引・保険外交など）

機械・電気・通信等の技術系（⽣産技術、
機械設計、⼟⽊・建築・測量技術、
情報処理、通信技術など）

医療系サービス（医師、薬剤師、保健師、
看護師、医療技術等）

福祉・介護系サービス
（社会福祉、介護サービス）

家事⽣活サービス（家事・介護援助、
クリーニング、調理⼈、駐⾞場管理など）

教育系サービス（教師、講師、保育⼠など）

保安（警備員、警察、消防員など）

農林・漁業

⽣産⼯程（設備制御、監視、組⽴、加⼯、
検査、修理など）

輸送・機械運転（タクシー、バス・トラック
運転、機械オペレーターなど）

建設・採掘
（⼤⼯、電気⼯事、⼟⽊作業、採掘など）

運搬・清掃・包装などの仕事

Q41
必須 その勤務先の⼈員（あなたを含めて）は、組織全体で何⼈程度でしたか。

5⼈以下

6〜9⼈

10〜29⼈

30〜99⼈

100〜299⼈

300〜999⼈

1000〜4999⼈

5000⼈以上

わからない

次へ次へ

Q42
必須 その勤務先でのあなたの最⾼職位をお答えください。

社⻑・経営者

役員クラス

部⻑クラス

課⻑クラス（次⻑も含む）

係⻑・主任クラス

役職はない

その他

次へ次へ

Q39
必須 その勤務先の業種は、経営者時代の業種と同じですか。

同業種である

同業種ではないが、類似の業種である

類似もしていない業種である

次へ次へ

Q40
必須 その勤務先の業種をお答えください。

農林⽔産業

建設業、鉱業、採⽯業、砂利採取業

製造業（⾷品加⼯も含む）

情報サービス業（ソフトウェア、インターネット関連）

電気・ガス・熱供給・⽔道業

運輸業（タクシー、トラックなど）、郵便業

卸売業

⼩売業（コンビニや販売店など）

⾦融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

専⾨・技術サービス業（コンサルタント、弁護⼠、税理⼠、社会保険労務⼠、建築⼠、広告業など）、学術研究

宿泊業、飲⾷サービス業

⽣活関連サービス業（洗濯・理容・美容、家事代⾏など）

教育、学習⽀援業

医療業

福祉、介護事業

宗教

上記以外のサービス業（労働者派遣、廃棄物処理、機械等修理等）※宗教を除く

公務

その他（具体的に︓ ）

次へ次へ
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次へ次へ

Q43-1
必須 前問でお答えになった経験のうち、今の仕事で最も役⽴った経験は何ですか。

経営戦略・経営企画・法務

財務・経理

⼈事・総務

上記以外、事務

営業

販売

研究・開発

執筆系サービス（記者、著述、編集）

芸術系サービス（⾳楽、美術、作曲、演奏、演劇、デザイナーなど）

経営管理系サービス（経営コンサルタント、⾦融取引・保険外交など）

機械・電気・通信等の技術系（⽣産技術、機械設計、⼟⽊・建築・測量技術、情報処理、通信技術など）

医療系サービス（医師、薬剤師、保健師、看護師、医療技術等）

福祉・介護系サービス（社会福祉、介護サービス）

家事⽣活サービス（家事・介護援助、クリーニング、調理⼈、駐⾞場管理など）

教育系サービス（教師、講師、保育⼠など）

保安（警備員、警察、消防員など）

農林・漁業

⽣産⼯程（設備制御、監視、組⽴、加⼯、検査、修理など）

輸送・機械運転（タクシー、バス・トラック運転、機械オペレーターなど）

建設・採掘（⼤⼯、電気⼯事、⼟⽊作業、採掘など）

運搬・清掃・包装などの仕事

いずれもあてはまらない

次へ次へ

Q43
必須

その勤務先において、あなたが経験した分野（複数回答）、最も⻑く経験した分野（単⼀回答）
をお答えください。

あ
な
た
が
経
験
し
た
分
野

（

い
く
つ
で
も）

最
も
⻑
く
経
験
し
た
分
野

（

１
つ
だ
け）

間接部⾨

経営戦略・経営企画・法務

財務・経理

⼈事・総務

上記以外、事務

直接部⾨

営業

販売

研究・開発

執筆系サービス（記者、著述、編集）

芸術系サービス（⾳楽、美術、作曲、演奏、
演劇、デザイナーなど）

経営管理系サービス（経営コンサルタント、
⾦融取引・保険外交など）

機械・電気・通信等の技術系（⽣産技術、
機械設計、⼟⽊・建築・測量技術、
情報処理、通信技術など）

医療系サービス（医師、薬剤師、保健師、
看護師、医療技術等）

福祉・介護系サービス
（社会福祉、介護サービス）

家事⽣活サービス（家事・介護援助、
クリーニング、調理⼈、駐⾞場管理など）

教育系サービス（教師、講師、保育⼠など）

保安（警備員、警察、消防員など）

農林・漁業

⽣産⼯程（設備制御、監視、組⽴、加⼯、
検査、修理など）

輸送・機械運転（タクシー、バス・トラック
運転、機械オペレーターなど）

建設・採掘
（⼤⼯、電気⼯事、⼟⽊作業、採掘など）

運搬・清掃・包装などの仕事

Q41
必須 その勤務先の⼈員（あなたを含めて）は、組織全体で何⼈程度でしたか。

5⼈以下

6〜9⼈

10〜29⼈

30〜99⼈

100〜299⼈

300〜999⼈

1000〜4999⼈

5000⼈以上

わからない

次へ次へ

Q42
必須 その勤務先でのあなたの最⾼職位をお答えください。

社⻑・経営者

役員クラス

部⻑クラス

課⻑クラス（次⻑も含む）

係⻑・主任クラス

役職はない

その他

次へ次へ

Q39
必須 その勤務先の業種は、経営者時代の業種と同じですか。

同業種である

同業種ではないが、類似の業種である

類似もしていない業種である

次へ次へ

Q40
必須 その勤務先の業種をお答えください。

農林⽔産業

建設業、鉱業、採⽯業、砂利採取業

製造業（⾷品加⼯も含む）

情報サービス業（ソフトウェア、インターネット関連）

電気・ガス・熱供給・⽔道業

運輸業（タクシー、トラックなど）、郵便業

卸売業

⼩売業（コンビニや販売店など）

⾦融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

専⾨・技術サービス業（コンサルタント、弁護⼠、税理⼠、社会保険労務⼠、建築⼠、広告業など）、学術研究

宿泊業、飲⾷サービス業

⽣活関連サービス業（洗濯・理容・美容、家事代⾏など）

教育、学習⽀援業

医療業

福祉、介護事業

宗教

上記以外のサービス業（労働者派遣、廃棄物処理、機械等修理等）※宗教を除く

公務

その他（具体的に︓ ）

次へ次へ
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Q49
必須 あなたの健康状態をお答えください。

健康

どちらかといえば健康

どちらかといえば健康ではない

健康を損ねている

次へ次へ

Q50
必須

現在、あなたと⼀緒に暮らしている（敷地内別棟同居も含む）ご家族はどなたですか。（複数回
答）

配偶者

未婚の⼦供

既婚の⼦供

既婚の⼦供の配偶者

孫

あなたの親

義理の親

その他の親族（兄弟、姉妹、叔⽗、叔⺟、など）

⼀⼈暮らし

その他

次へ次へ

Q51
必須 あなたのお住まいは、次のどれですか。

持ち家（⼀⼾建て、分譲マンション）

借家・賃貸マンション

その他

次へ次へ

A B

A新しいことに挑戦し続けたい B伝統を守り抜きたい

A他⼈に助けられることが多い B他⼈に邪魔されることが多い

A決めた計画を達成するためには 
努⼒を惜しまない

B現実に適合するために
計画の修正を恐れない

A失敗を恐れずに⼤胆に⾏動する B失敗しないように堅実に⾏動する

A⽬標は達成できなくても挑戦的にすることに意義があ
る B⽬標は着実に達成し続けることに意義がある

A努⼒すれば、 
もっと良い⽣活ができる

B 努⼒しても、
今以上の⽣活は望めない

Aハイリスク・ハイリターン 
（リスクは⾼いがリターンが 
多い）を求める

B ローリスク・ローリターン
（リスクは低いがリターンが

少ない）を求める

A私は、特定分野に精通した 
スペシャリストである

B私は、幅広い分野を理解している
ゼネラリストである

ここからは、現在の状況についてお伺いします。

Q48
必須

以下のＡとＢは、対⽴的な考え⽅や⾏動パターンを⽰しています。あなたの考え⽅は、2つのうち
どちらに近いですか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次へ次へ

Ａ
の
⽅
に
近
い

や
や
Ａ
の
⽅
に
近
い

や
や
Ｂ
の
⽅
に
近
い

Ｂ
の
⽅
に
近
い

Q47
必須

その勤務先は、開業する直前まで働いていた会社と同じですか。
勤務した経験のある企業等が⼀社の場合には「同じ」を、複数ある場合には、最後に勤務した企
業等と、最も⻑く働いた企業等が同じであれば「同じ」、異なる場合には「異なる」にチェック
してください。

同じ（グループ会社も含む）

異なる

次へ次へ

Q44
必須 その勤務先は、あなたの開業を後押しするために、どのような⽀援をしましたか。（複数回答）

（退職前）資格取得に必要な資⾦助成

（退職前）⾃⼰啓発の費⽤補助

（退職前）⾃⼰啓発に使う休暇の付与

（退職前）副業の許可

開業資⾦の援助

開業後に必要な機材・資材の無料提供

この企業等から貴社への、継続的な業務委託・発注の約束

取引先・仕⼊れ先の紹介

業界情報の提供

その他

⽀援は何もなかった

次へ次へ

Q45
必須 その勤務先が、あなたの開業を後押しするために⾏った、具体的な⽀援をお答えください。

具体的に︓

次へ次へ

Q46
必須 その⽀援は、開業当時どの程度、役に⽴っていましたか。

役に⽴っていた

どちらかといえば役に⽴っていた

どちらかといえば役に⽴たなかった

役に⽴たなかった

次へ次へ
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Q49
必須 あなたの健康状態をお答えください。

健康

どちらかといえば健康

どちらかといえば健康ではない

健康を損ねている

次へ次へ

Q50
必須

現在、あなたと⼀緒に暮らしている（敷地内別棟同居も含む）ご家族はどなたですか。（複数回
答）

配偶者

未婚の⼦供

既婚の⼦供

既婚の⼦供の配偶者

孫

あなたの親

義理の親

その他の親族（兄弟、姉妹、叔⽗、叔⺟、など）

⼀⼈暮らし

その他

次へ次へ

Q51
必須 あなたのお住まいは、次のどれですか。

持ち家（⼀⼾建て、分譲マンション）

借家・賃貸マンション

その他

次へ次へ

A B

A新しいことに挑戦し続けたい B伝統を守り抜きたい

A他⼈に助けられることが多い B他⼈に邪魔されることが多い

A決めた計画を達成するためには 
努⼒を惜しまない

B現実に適合するために
計画の修正を恐れない

A失敗を恐れずに⼤胆に⾏動する B失敗しないように堅実に⾏動する

A⽬標は達成できなくても挑戦的にすることに意義があ
る B⽬標は着実に達成し続けることに意義がある

A努⼒すれば、 
もっと良い⽣活ができる

B 努⼒しても、
今以上の⽣活は望めない

Aハイリスク・ハイリターン 
（リスクは⾼いがリターンが 
多い）を求める

B ローリスク・ローリターン
（リスクは低いがリターンが

少ない）を求める

A私は、特定分野に精通した 
スペシャリストである

B私は、幅広い分野を理解している
ゼネラリストである

ここからは、現在の状況についてお伺いします。

Q48
必須

以下のＡとＢは、対⽴的な考え⽅や⾏動パターンを⽰しています。あなたの考え⽅は、2つのうち
どちらに近いですか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次へ次へ

Ａ
の
⽅
に
近
い

や
や
Ａ
の
⽅
に
近
い

や
や
Ｂ
の
⽅
に
近
い

Ｂ
の
⽅
に
近
い

Q47
必須

その勤務先は、開業する直前まで働いていた会社と同じですか。
勤務した経験のある企業等が⼀社の場合には「同じ」を、複数ある場合には、最後に勤務した企
業等と、最も⻑く働いた企業等が同じであれば「同じ」、異なる場合には「異なる」にチェック
してください。

同じ（グループ会社も含む）

異なる

次へ次へ

Q44
必須 その勤務先は、あなたの開業を後押しするために、どのような⽀援をしましたか。（複数回答）

（退職前）資格取得に必要な資⾦助成

（退職前）⾃⼰啓発の費⽤補助

（退職前）⾃⼰啓発に使う休暇の付与

（退職前）副業の許可

開業資⾦の援助

開業後に必要な機材・資材の無料提供

この企業等から貴社への、継続的な業務委託・発注の約束

取引先・仕⼊れ先の紹介

業界情報の提供

その他

⽀援は何もなかった

次へ次へ

Q45
必須 その勤務先が、あなたの開業を後押しするために⾏った、具体的な⽀援をお答えください。

具体的に︓

次へ次へ

Q46
必須 その⽀援は、開業当時どの程度、役に⽴っていましたか。

役に⽴っていた

どちらかといえば役に⽴っていた

どちらかといえば役に⽴たなかった

役に⽴たなかった

次へ次へ
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Q59
必須 あなたは何歳くらいまで働くことを希望していますか。

〜59歳まで

60〜64歳まで

65〜69歳まで

70〜74歳まで

75〜79歳まで

80歳以上（年齢に関わりなく）

わからない

次へ次へ

Q60
必須

あなたの職業⼈⽣を振りかえると、次の３つのうちあなたが最も良かったと思うのはどれです
か。

開業前の時期

開業し経営者であった時期

経営者を辞めた後の時期

次へ次へ

Q61
必須 あなたの最終学歴をお答えください。（中退も含む）

中学

⾼等学校

専修・各種学校

短⼤

⾼専

⼤学

⼤学院

その他

次へ次へ

Q57
必須 あなたが働いているのは、なぜですか。（複数回答）

現在の⽣活のため

⽼後の⽣活に備えるため

⼩遣いがほしいため

健康のため

仕事を通じて、社会貢献したいから

社会とのつながりを維持したいから

今の仕事が好きだから

⾃分の経験や能⼒を発揮したいから

会社や職場の仲間から働いてほしいと頼まれているから

所属先や肩書きがなくなると寂しいから

家にいても仕⽅がないから

なんとなく、特に理由がない

その他

次へ次へ

Q58
必須 あなたは今後、働くことを希望していますか。

働きたい

働きたくはないが、働かざるをえない

働きたいが、働けそうもない

働きたいとは思わない

次へ次へ

Q55
必須 ⽣活に対する満⾜状況についてお答えください。

次へ次へ

Q56
必須 現在のあなたの主な就業状況をお答えください。

経営者

⾃由業（フリーランス等）

⾃営業

会社で働いている︓役員

会社で働いている︓正社員

会社で働いている︓⾮正社員

パート・アルバイト

主婦・主夫

学⽣

その他（具体的に ）

何もしていない

次へ次へ

満
⾜

ま
あ
満
⾜

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
不
満

不
満

友⼈関係

貯蓄、資産状況

年間の総収⼊

家族との関係

住環境

余暇の過ごし⽅

⽣活全般

Q52
必須 持ち家の住宅ローンは残っていますか。

残っている

残っていない

次へ次へ

Q53
必須 あなたは、現在、年⾦を受給していますか。（複数回答）

被⽤者年⾦（厚⽣年⾦、共済年⾦など）

国⺠年⾦・国⺠年⾦基⾦

企業年⾦

個⼈年⾦

遺族年⾦

障害者年⾦

その他

年⾦は受給していない

次へ次へ

Q54
必須 あなたは、あなたの仕事や年⾦受給以外の収⼊がありますか。

ある

ない

次へ次へ
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Q59
必須 あなたは何歳くらいまで働くことを希望していますか。

〜59歳まで

60〜64歳まで

65〜69歳まで

70〜74歳まで

75〜79歳まで

80歳以上（年齢に関わりなく）

わからない

次へ次へ

Q60
必須

あなたの職業⼈⽣を振りかえると、次の３つのうちあなたが最も良かったと思うのはどれです
か。

開業前の時期

開業し経営者であった時期

経営者を辞めた後の時期

次へ次へ

Q61
必須 あなたの最終学歴をお答えください。（中退も含む）

中学

⾼等学校

専修・各種学校

短⼤

⾼専

⼤学

⼤学院

その他

次へ次へ

Q57
必須 あなたが働いているのは、なぜですか。（複数回答）

現在の⽣活のため

⽼後の⽣活に備えるため

⼩遣いがほしいため

健康のため

仕事を通じて、社会貢献したいから

社会とのつながりを維持したいから

今の仕事が好きだから

⾃分の経験や能⼒を発揮したいから

会社や職場の仲間から働いてほしいと頼まれているから

所属先や肩書きがなくなると寂しいから

家にいても仕⽅がないから

なんとなく、特に理由がない

その他

次へ次へ

Q58
必須 あなたは今後、働くことを希望していますか。

働きたい

働きたくはないが、働かざるをえない

働きたいが、働けそうもない

働きたいとは思わない

次へ次へ

Q55
必須 ⽣活に対する満⾜状況についてお答えください。

次へ次へ

Q56
必須 現在のあなたの主な就業状況をお答えください。

経営者

⾃由業（フリーランス等）

⾃営業

会社で働いている︓役員

会社で働いている︓正社員

会社で働いている︓⾮正社員

パート・アルバイト

主婦・主夫

学⽣

その他（具体的に ）

何もしていない

次へ次へ

満
⾜

ま
あ
満
⾜

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
不
満

不
満

友⼈関係

貯蓄、資産状況

年間の総収⼊

家族との関係

住環境

余暇の過ごし⽅

⽣活全般

Q52
必須 持ち家の住宅ローンは残っていますか。

残っている

残っていない

次へ次へ

Q53
必須 あなたは、現在、年⾦を受給していますか。（複数回答）

被⽤者年⾦（厚⽣年⾦、共済年⾦など）

国⺠年⾦・国⺠年⾦基⾦

企業年⾦

個⼈年⾦

遺族年⾦

障害者年⾦

その他

年⾦は受給していない

次へ次へ

Q54
必須 あなたは、あなたの仕事や年⾦受給以外の収⼊がありますか。

ある

ない

次へ次へ
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Q4
必須 その事業の開業を検討対象としたのは、なぜですか。（複数回答）

これまでの仕事経験を活かせるから

趣味や特技を活かせるから

社会的意義がある事業だから

以前の勤務先から強く勧められたから

以前の勤務先以外（取引先等）から強く勧められたから

事業の成⻑が⾒込めるから

資⾦⾯の障害がクリアできたから

やりがいがある事業だから

⾃分の意思で事業を運営できるから

⾃分のペースで仕事が進められるから

収⼊を増やしたいから

より⾼い年齢まで働けるから

仕事以外の活動にも注⼒できるから

別の働き⽅は選べなかったから

その他

次へ次へ

Q5
必須 その時点で、開業に対する障害と感じたのはどのようなことでしたか。（複数回答)

開業資⾦や運転資⾦

開業に必要な認可（資格・実務経験等）

経営のノウハウ

事業運営の設備・場所など

⼈材の確保

家族の同意・理解

その他

特になかった

次へ次へ

あなたが45歳以上の時点で、起業を検討したが実⾏しなかった「起業」について伺います。

Q1
必須 その起業を検討したのは、何歳の時ですか。（複数ある場合は、直近のものを答えてください）

※半⾓数字で⼊⼒

歳

次へ次へ

Q2
必須 検討した起業の事業内容を教えてください。

具体的に︓

次へ次へ

Q3
必須 その事業をあなたが思いついたのは、起業の検討時期のどれくらい前ですか。

1年未満

1〜3年未満

3〜5年未満

5〜10年未満

10年以上

次へ次へ

お仕事に関するアンケート

モニターの皆様へのお願い

本アンケートには、⼀般に公開していない情報が含まれる場合があります。
アンケート内で知り得た情報について、決して第三者に⼝外しないよう、お願いします。

「第三者への⼝外」に含まれる例

⼝頭、電話、メール等で友⼈・知⼈に話す

SNSやブログ、掲⽰板等に書き込む

その他、⼿段を問わず、情報を第三者に伝達する⾏為

注意事項

複数のアンケート画⾯を同時に開くと、正常に回答できません。
アンケートはひとつずつ、回答ください。

アンケートへの回答は、「動作環境」に記載の環境からお願いします。

本アンケートは、回答を中断してから1時間以内は中断した質問から再開可能です。 
（システム緊急対応等により再開できない場合もありますので、予めご了承ください。）

回答結果は、当社の「個⼈情報保護⽅針」に基づいて取り扱います。

上記の内容をご確認いただき、同意してご協⼒いただける場合のみ、「同意し、アンケート開始」を押してアンケートを開始して
ください。

同意し、アンケート開始同意し、アンケート開始

必須 この調査は事前調査で「45歳以上の時点で、起業を検討したが実⾏しなかった」と回答された⽅に
お願いしています。

次へ次へ

「お仕事に関するアンケート」⼀覧プレビュー 通常表⽰
Q62
必須 現在のあなたのお住まいの地域を、以下の項⽬からお選びください。

東京都・⼤阪府

東京都・⼤阪府以外の政令指定都市※・県庁所在地

それ以外

※政令指定都市⼀覧(⼤阪府以外) 
 札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、新潟市、静岡市、浜松市、
 名古屋市、京都市、神⼾市、岡⼭市、広島市、北九州市、福岡市、熊本市

次へ次へ

Q63
必須 ⾃営業主（フリーランス・個⼈事業主も含む）という働き⽅を、あなたはどう考えていますか。

次へ次へ

アンケートにご回答いただき、ありがとうございました。

【お仕事に関するアンケート】の獲得ポイント

◯◯ポイント

閉じる閉じる
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